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広島大学における e-Learningの運用と展開

-WebCTの活用とアクティブRラーニングヘの志

隅谷孝洋（広島大学情報メディア教育研究センター）

安武公一（広島大学大学院社会科学研究科）

ー 2 WebCT ゜
WcbCTなどの CMSを組み込んだ授業 (e-Learning) 

では，通常， CMSは授業の一部を代替するシステムと

して扱われることが圧倒的に多い．それまで教室等で学
2.1 WebCT 

習者に配布していた講義資料や講義ノートをデジタル化 2001年 3月のことである．広島大学で実施されてい

した上で CMSの教材配信機能を通してオンラインで配 たvuプロジェクいのフォーラムで，名古屋大学の梶

儒したり，日々の講義の予習。復習のための確認テスト 田将司氏が来学され， WcbCTに関する講油を行われた。

を非同期あるいは同期的に CMS卜スで実施したりするこ 当時 Webを授業支援に活用しようと，独自開発を行っ

となどがこれにあたる． たりいろいろなシステムを調査していた我々にとって，

しかしながら CMSは，単に従来の物雌的な教育媒体 授業の運営をさまざまな方向から Webを用いて支援し

をデジタル教材に「樹換」 [8]するだけのシステムではな ようというコース管理システムの概念は非常に訴求する

い.e-Learningにおいて本質的に璽要なのは，学習環境 ものがあり，これさえ導入すれば全てがうまくいくので

をネットワーク化することによりそこにインタラクティ はないかと思わせるほどインパクトがあった。

ブ性を与えること，そしてその結果，教育そのものの質 さっそく 2001年4月より WebCT3.5SEを導入し，試

を変えることである [5]1 . 験連用を開始した．

本稿では， 2001年より広島大学に導人された WebCT 当時日本語が使えるコース管理システムは国産のいく

の運用状況を紹介するとともに，高等教育の質的な転換 つかのものと WebCTしか存在せず，機能の豊富さから

を目指した環境の構築と教育実践について報告する．ま 者えて WebCTを選択した．以降何回かシステム選定の

ず次節において，広島大学に WebCTが導入された経 機会はあったが，その度に WebCTを選択してバージョ

緯と現在に至るまでの運用状況を．主にシステム管理の ンアップを重ねて現在に至っている. WebCTを選択し

観点から報告する2 • ここではまた，近年高等教育の分 た（選択している）理由として

野でも注F!されている，アクティブ・ラーニング [9]を

サポートする環境。システム。ツール群について，広島

大学の整備例を紹介する．続く第 3節では， WebCTや

その他のシステム・ツール群を活用した， 2つの全く異

なるタイプの学部教育の実践例を報告する．この 2つの

授業は同一の教員によって実施されたものであるが，ひ

とつは「伝統的な対面請義に WebCTの諸機能を組み

込んだ授業」であり，もうひとつは「伝統的な講義では

実現できなかったアクティブ・ラーニングを志向した授

業」である．第 4節はまとめである。

⑲ コースの構成が型にはまっておらず非常に柔軟（こ

れが逆に難しいととらえられる場合もある）

⑲ 利用者コミュニティが活発．特に webet.cornでの

Q&Aデータベースの充実は素睛らしい．

Rperlで書かれていてカスタマイズも忙；可能4

• 大規模運用の事例も数限りなくあり，スケーラビリ

ティに不安なし

というのが主なものだった．後付けの理由もいくつかは

含まれるが．実際にはコース管理システムのようなもの

の本格連用を始めると，最も重要な事の＾つは蓄積され

l [4]では， e-Learningを樽入したブレンディッド授業において，「大

福帳」とよばれる紙媒体のコミュニケーション・カードが授業の質的

向上に大きく寄与していることが報告されている. e-Learningを実

施すれば無条件に授業のインタラクティブ性が増すわけではない．

2第 2節は [6,7]をもとに加筆修正したものである．

3Virtual Universityプロジェクト．初め NIME,後に文部科学省

の事業に協力する形で，広島大学学内で展開されていた e-Learning

閉辿プロジェクト．文系コンテンツの作成が主な内容であった．

4現行バージョンの 6.0CEでは Javaになり，そのレベルでは不可

能になった
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たコンテンツがいかに効率的に再利用できるかという事 アセンターでコース作成をしていたが， 2006年度後期よ
であり，そう筒単にシステムを別のものに変えてしまう り教職員が自分でコースを作成できるシステム (WcbCT
ことはできない．

2001年の導入以降連用の主体ば附報メディア教育研

究センターてあり，サーバの運用，利用者（教員，学生）

サポート，広報などのすべてを同センターで行ってきた．

2004年頃からこの状況は少しずつ変化し，現在は教育

室尺情報メディア教育研究センターが協力する形で運

用している．

2.2 ¥VebCT 

2.2。1 ウント

この手のシステムでは，センターアカウントや全学認証

用アカウントなどとアカウント管開を統合するのは必須

である．広島大学では，全学認証用に LDAPサーバがた

てられており， ここに登録されたアカウントで WebCT

を利用する事ができるようにしている. WebCTでは，

LDAPはパスワード認証に使うだけであり氏名などのア

カウント伯報は WcbCT内部のデータベースに保持して

いる必要がある．なので，一日に一回アカウント情報の

同期をとるためのバッチ処理を行っている．

全学認証サーバとアカウントを統合する事により，広

島大学の構成員が全員 WebCTを使える事，広島大学の

構成員だけが WebCTを使える事が保証されるように

なる．しかし，現実に WebCTを利用して行くにはそれ

だけでは不足だった．開発したコースを字生として試用

:Managerと呼んでいる）を構築し遍用を開始している．

授業と同期してコースを運用する場合，一つのコース

を毎｛卜使い回す方法と，前年度のコースを雛形に毎年新

しい授業を作成して行く二つの方法が苔えられる．前者

では教員の負担は少ないが，学生の提出物の保存や，学

生の復習の際に困る事になる．後者では， ¥VebCTのス

タートページに数多くのコースが並んで表示されてしま

うという問題がある．学務システムと連携している多く

の大学では，後者の方式をとっているところが多いよう

だが，広島大学では教員の判断に任せている．毎年使い

回している教員の方が多数派のようだ．

WebCTに開設されたコースのほとんどは通常の教室

の授業とリンクしているものであるが，中には構成員全

体への教育や FDで利用されているものもある．例えば，

昨年から「オンライン情報セキュリティ講座」「オンラ

イン情報アクセシビリティ講座」などが開講されている。

また，事務職員が中心となって「個人情報保護法人門」

1教育プログラム紺町入門」などを作成している例もある。

2.2.3 CE4から CE6へのJ ョンアッ

2004年4月より WebCTCE4の運用を続けてきたが，

2008年 4月より CE6とCE4の並行運用を開始し，教

職員がコンテンツを移行できる体制をとっている．

CE3.8から CE4ヘバージョンアップした際には，サー

バ側でコースの移行を行い，学生情報を含め全てのコン
してみる惰が必要になる場合があり，その為には通常利 ー、

ァ／ツが新しいバージョンで利用できるようにすること
用しているアカウントとは別のものが必要になる6_ 例

は少ないが，大学の正式な学生でない者が授業を屈修す

る事もある．また，全学認証サーバと WebCTアカウン

トを完全統合する前には，教職員は独自管理の WebCT

アカウントを利用していた．このため現在も，認証サー

バには存在しないような独自 WcbCTアカウントも有効

にしている．

また， WebCT上に蓄積された提出物などをそのまま

何年か保管する場合の事を考えて，卒業した学生のアカ

ウントも削除せずにそのまま残してある. WcbCT上の

アカウントは残されていても認証サーバからは卒業と同

時に削除される為，実際には WebCTの利用はできない．

2.2.2 コース

WebCTでは，管理者でないとコースを作成する事が

できない．以前は電子メールによる申請を受けてメディ

5教育に閉する事を統括する，大学の骨坪組織．室長は教育担当叫
学長．

6WebCT Vista, 6.0CE以降ではこれは改善されている．

ができた．教員の側から見ると，システムが上がって見

栄えや使い肪手が変わったとはいえ，作成していたコー

スやその内容は基本的にそのままという状況である．

ところが， CE4から CE6へはコースの引き継ぎが韮

本的にできない. CE6上に新規作成したコースヘ， CE4

で外部保存したコースコンテンツを読み込ませるという

作業が教員側に発生する．さらに悪い事に学生情報の移

行はまったくできない. WcbCTという同じ名前がつい

ているシステムのアップデー戸にもかかわら

この話を「バージョンアップなのに」と考えるともの

すごく不合罪なのだが， CMSの移行という状況はどこ

の大学でもいつでも起こりうる話である．何らかの事術

で CMSを変更する際，同じ名称のコースを作成し，同

じ学生を登録する事で箱の移行は可能である．授業資料

や試験問題などのコンテンツもほぼ移行か可能であろう．

7http://wwパ.hiroshima-u.ac. jp/prog/ 
8WebCT社と Blackboardf上の合併により， CE6は実際は Black-

board Learning System CEという名称． もっともこの状況 (CE4
から CE6へのしんどいアップデート）は合併前からの事象だが．
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図 1:協調学習空間 HALL

しかし，掲示板への書込みや提出レポートなど学生由来

のデータまでは移行できない場合がほとんどであると思

われる．今回のバージョンアップではその際にコースの

移行をどうするのか， CMSの保持するデータをどのよ

うに位囮づけすべきかという事を考えるよいきっかけと

なった．

Gbit Switch 

Linux (SuSE 10.2) 

File Server 
NAT Server 

IEEE802.11 n 

MacBook (x13) 

~ ヽ

令

図 2:HALLの MacBookとネットワーク環境

グイン時の認証にはメディアセンターの LDAPが利用

2.3 アクティブ・ラーニングを志向した環境 されている（図 2). そのためユーザはセンター標準端末

の整備 (Vine LinuxとWindowsXPのデュアルブート環境学

内に 673台が設置されている）と同じ IDでログインす

WebCTによる e-Learningの展開に加え本学では ることができる．各ユーザのホームディレクトリは NFS

2007年 4月より，ひとつの新しいタイプの教室が整備さ で共有されている．

れ実験的に活用されている，（図 1). 協調学習などを通し

て学習者のより自発的な学習を支援・促進することを目 HALLという実験的な学習空間のほか，広島大学で

指した， HALL(HiroshimaActiveLearning Laboratory) は協調学習などのアクティブ・ラーニングを支援するシ

という愛称で呼ばれるこの実験教室は，次のような特徴 ステムとして，次のようなピア・プロダクションのため

を持っている． の作業空間を用意している 11 • 

議論しやすい環境 学習者が議論しやすいように， Wiki Web上にドキュメントを共同作業で構築できる

HALLに設置されている机はすべてラウンド・テーブル システムである Wikiは，教員がコンテンツを書く際に

である．この円卓の上面中心部はホワイト・ボードにも も手軽，学生の共同作業にむいており，さらに学内スタッ

なっている．そのほか，プロジェクタとスクリーン，ス フの情報共有にも便利で，大学内で利活用できるシーン

タンド型のホワイトボード数台も用意されている． が非常に多い．本学では， Pukiwiki12が使えるサーバ

を用意し，要請により適宜Wikiサイトを作成し教員が

パソコン環境 HALLでは，管理とセキュリティの観 使えるようにしている．現在の課題は全学認証サーバを

点から， MacBook(MacOS X)が学習者に提供されて 認証源として利用できるよう機能を追加する事である．

いる．．この MacBookには ParallelsDesktop10がインス また，教員自信の作業により Wikiの設置が可能なシス

トールされており， WindowsXPとMicrosoftOfficeを テムの開発も予定している．

仮想マシーン上で利用することもできる（図 2).

ネットワーク環境 HALLで使用される通常のネット

ワーク環境は IEE802.lln規格の無線 LANである．ロ

9詳細については [6]を参照されたし．

10http://www.parallels.com 

11そのほか e-Learning全般を支援するシステムとして，広島大学

では， 2001年頃からレポート提出・管理のための独自開発システム

の運用を続けている．アンケートシステムとの統合や紙のレポートの

扱いなど個人的に興味を持っている課題も残されていて，今後も開発

を継続する予定である．
12PHPによる国産の Wikiエンジン
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Blog, SNSなど Blogや SNSは，授業を支援するだ

けでなく，学生発の大学広報としての利用や，学部学科

単位でのコミュニティ形成支援などの効果も期待できる．

そのため， Nucleus,Wordpress, OpenPNEなどの設置

を試み， 一部の授業での利用に供している．

HALLは従来にはなかったまったく新しいタイプの教

室である． この実験教室では，,,胄報メディア科学基礎，

初年度生対象の教養ゼミ，社会環境調査，量子力学，解

釈人類学，倫理学など，さまざまな分野の教育が実践

されている．また， HALLの利用だけではなく， Wiki,

SNS, Blogなどピア・プロダクション・ツールを活用し

た学部授業も，非教育学系の学部教育において（授業数

は少ないながらも）積極的に実施されている. 3.2にお

いてそのひとつの実践例と効果について報告する．

3 広島大学における e-Learningの
実践例

イントロダクションでも述べたように e-Learningの

本質は，学習現境をネットワーク化することによりそこ

にインタラクティブ性を与え，そしてその結果，教育そ

のものの質を変えることにある．以下では， WebCTな

どの e-Learningシステムを導入することによって授業

にインタラクティブ性を与え，学習者のモチベーション

向上など質的な変化が確認された，まったく異なるタイ

プの 2つの授業例を紹介する．

3.1 伝統的対面講義+WebCT 

WebCTにはオンライン・クイズ，教材配信機能，電

子掲示板 (BBS), など非常に多彩な学習支援機能が実装

されている.2003年度前期に行なわれた教養的教育科目

「ミクロ経済学入門」では，伝統的な対面講義に WebCT

の学習支援ツール群を組み込んだブレンディッド授業が

展開された．標準的なブレンディッドのスタイルで行な

われたこの授業の特徴は次の通りであった（図 3)13. 

• 「予習→対面講義→復習」という学習サイクルが授

図 3:WebCTのツール群を組み込んだ対面授業の学習

サイクル

ることが通知され，開講期間中，各回とも回答期限

付きで複数回行なわれた．さらに， BBS上での授

業担当教員と TAによる非同期的な学習サポート

体制が整備され，授業内容について学習者はいつで

も質問することが奨励された. BBS上でのコミュ

ニケーションが非常に重視され，かつ活発に活用さ

れたことがここでのポイントである．

• 「学習のためのガイド」「各回の講義ポイント」な

どの html教材がWebCTの教材配信機能を通して

事前に配信され，受講者はそれを自由に利用するこ

とができた．

伝統的な対面講義をよりインタラクティブにするため

の「仕掛け」として WebCTを利用したこの授業では，

1)多くの学習者がブレンディッド授業の利点として「自

己の理解度を（オンライン・クイズなどで）チェックする

ことが可能であること」をあげていること， 2)学習者

に対する主体的な姿勢を引き出すことに成功しているこ

と， 3)最後まで脱落せずに学習を持続した学習者の成

績は顕著に高いものであったこと，などが報告されてい

る14. 

業環境の中で明確に位置付けられ，このサイクルの 3.2 アクティブ・ラーニング・タイプの授業
上で，対面講義十 e-Learningというブレンディッド

授業のデザインが設計された． 先に紹介した授業では WebCTは対面講義をサポー

トするシステムとして，いわば「対面授業のインフラス
• 主体的学習へのインセンティブを学習者に与えるた トラクチャ」として位置付けられていた．しかしながら，

め，授業時間以外にオンライン・クイズが実施され e-Learningの可能性は単に従来の授業を補完ないしサ
た．このオンライン・クイズは成績評価の対象であ ポートすることだけにあるのではない．事実，学習環境

14WebCTの効果的な授業実践としてはこの他に [1]などを参照さ
13詳細については [12]を参照されたし． れたし．
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におけるコミュニケーション活動の活性化や協調的学習 成された協調的学習活動が実施された．授業登録者数は

の導入が高等教育を質的に大きく向卜＾させる可能性を 61名．

持っている [2]. e-Learningは授業環境そのものをネッ

トワーク化することにより学習の在り方をもポジティブ 全授業終了後，全学的に実施されている学生評価アン

に変えるポテンシャルを持っているのである． ケートと WebCTのアンケート機椛を利用した自由記

2007年後期に本学において実施された学部教蓑的専門 述形式のアンケートを行なった．全学実施のアンケート

科目「国際経済学 2」はこのことをはっきりと意識した は，「l=まったくそう思わない」から「4=強くそう思

授業である。この授業では， WebCT以外に OpenPNE, う」までの 4段階無記名選択形式である．以下はその抜

Wikiなどのピア・プロダクションをサポートするシス 粋である．

テムが積極的に導人され，「対面授業では実現しえなかっ
質問 B 「質間や発言などにより，あなたは授業に積極

た次但代タイプの授業環境を構築し実践すること」が志

向されていた． しかも以下に見るようにこの「次世代タ
的に取り組みましたか」

イプの授業形態」は非常に高いポジティブな効果を持っ 回答 3.5(部局平均 2.4, 全学平均 2.7)

ていることが確認された15 • 以下，伝統的な対面講義の
質問 C 「授業の予習・復習をよくしましたか」

スタイルをほぼ完全に放棄したこの授業の概要について

紹介する 16. 回答 3.3(部局平均 2.5, 全学平均 2.6)

授業の目的 現在経済学の立場に立ち，国際経済学の基 学習者の学習姿勢に対する自己評価 「この授業では，

礎定罪を理解できるようになること．その上で，経済学 自分で考え自分で動く， ということが多かった．だから

的に間違っている現代経済， 国際経済に関する社会科 こそ他の授業よりも身についたものは多く，積極的に取

教育学の論文を課題として取り I'.けげ，そこに記述された り組むことができた．」

内容の論理的な間違いを正確に指摘することができるよ 「ほかの学部の授業と比べても，また次の授業を受け

うになること．これらのことを通して経済学的・社会科 たいと思う気持ちが大きく， そして，能動的に取り組

学的に正しい「社会現象を見る眼」を養うこと。 めたため，「J里解」できたこともほかの授業に比べて多

かったと思う．」

e-Learningツール群 WebCTのほか， 'I胄報の共行化 「最初の煩は変わった先生だとか，履修しなきゃよかっ

とグループ活動でのピア。プロダクションをサポートす たかも， と息っていましたが，終わってみれば経済学部

るWildとOpcnPNE(狭義の SNS)を組み込んだ授業 に入って本当に頑張れた唯一の授業であったように息い

が展開された. Wikiは授業時間内外で， OpenPNEは ます．」

主に学習の振り返りと情報交換の場として授業時間外に， 「授業は毎回決っして楽ではなかったし，忙しかった

それぞれ活川された． ですけど，楽しくてとても充実していました．」

授業設計の特徴 [3]によって示唆された，主体的学習 質問 G 「あなたは授業により知的な刺激を受け，さら

意欲を喚起する小グループ構成＋討論形式のデザインが に関連する分野を学んでみたいと思いましたか」

導入された．その上で，協調学習において重要となる 5

つの原則 [2,第 3章戸にしたがい， 1)事前にほぼ毎回，

あらかじめ与えられた課題についてグループ別に Wiki

ページを作成. 2)授業時間内におけるグループ間での

回答 3.8(部局平均 2.9, 全学平均 3.1)

授業内容について 「授業料を払って間いてよ

かったなと思える素睛しい話でした.Y先生のように
プレゼンテーションと議論， 3)必要に応じて授業担当 → 

知的好奇心を刺激されえる授業を小さい頃からききた
教員によるミニレクチャーの実施とグループ内・間での

議論を通した知識の確認と再構成，などのサイクルで構

15協調学習をはじめとしたアクティブ・ラーニングの実践例としては，

MITのTEALプロジェクト (http://icampus .mi t. edu/TEAL/)や

東扇大学の KALS(http://www.kals. c. u-tokyo. ac. jp/)も参照の

こと．
16詳刷については [10,11] [13]などを参照されたし．

17ここでいう 5つの原則とは，互恵的な相互依存閃係の構築，対面

的で促進的な相互交流の保証，個人のアカウンタビリティの保証，社

会的技能の育成と保証，協調活動評価の実施，を指す．

かったなと思います．ほんとに楽しかったです．」

「ちょっとぶっ飛んでいるかとは思ったが，授業のテー

マやわかるべきことを絞っている感じで内容に非常に興

味が持てた。」

「今自分はすごい高度なことを教えられているという

ことを実感しました．」
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という学習形態についての評価 「先生が講義

をしない方法や，よく哩解している人が講義をしたり，

ほかの授業では出来ないことが出来たので， とても満足

のいくものだった…（中略）・・・OpenPNEは，先生とのつ

ながり合いをもてる点ですこいいいと思った。」

「今回のような授業は，能動的に取り組む事ができ，

身についたものも多いと思う．また，協調芹習も，自分た

ちでどうにかして知ろう，学ぼうとする機会が多く，こ

れも能動的に取り組めた要囚のひとつになったと思う．」

「この授業は大学に人って一番勉強になりました．」

「協閲学習は普段の座学より理解度が全然違うと思い

ます．何より白分たちで能動的に学ぼうとするし，疑問

や知識を友達と共有しながら考えていくので頭への入り

方も格段に違いました．こういう授業がひとつだけとい

うのは残念だと思います．」
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